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【【【【    激しかった激しかった激しかった激しかった 1111 月の為替変動、とくにポンド月の為替変動、とくにポンド月の為替変動、とくにポンド月の為替変動、とくにポンド////円の動き顕著円の動き顕著円の動き顕著円の動き顕著    】】】】    
 
「平成最後の 1 月」も、本日を含めて残り 2 日で終了する。そんな 1 月の為替市場はと言うと、3 日にドル/
円が急落したことは記憶に新しいが、調べてみるとドル/円以外でもポンド/円を中心に円絡みの通貨ペア
は過去に例がないほど、大きく変動していたことが分かった。以下では、いわゆる「年間変動率」の観点か
ら、1 月相場を振り返るとともに、今後の動静を考えてみたい。 
 
◎◎◎◎ドルドルドルドル////円は月間変動幅円は月間変動幅円は月間変動幅円は月間変動幅 5.755.755.755.75 円、すでに昨年一年間の半分以上も動く円、すでに昨年一年間の半分以上も動く円、すでに昨年一年間の半分以上も動く円、すでに昨年一年間の半分以上も動く    
 
ドル/円のほかユーロ/円とユーロ/ドル、ポンド/円、ポンド/ドルの 5 通貨ペアについて、年明け以降の変
動率と変動幅を調べてみた。 
すると、筆者の使用しているデータでドル/円は変動幅が 5.75 円、変動率は 5.24％を記録していた（詳細
は下表参照）。改めて指摘するまでもなく、昨年のドル/円は記
録に残る小変動。とくに変動幅は変動相場制以降で最小とな
る年間 9.91 円にとどまったが、今年はすでに、その半分以上
の変動を記録していたことになる。 
 
足もとを含む、ここ 2 週間ほどは 109 円台での一進一退。価格
変動が 1 円にもとどいていないことは気掛かりながら、個人的
にはあまり悲観してない。 
短期的には積極的な売買が手控えられるだけ、3 日にマーケ
ットが被ったダメージは大きかったと考えており、なるべく早い
回復、そして再び動意付く展開を期待している。2019 年はまだ
始まったばかり、これからの動意にも要注意だ。 
 
一方、ドル/円以外で目を引く変動をみせたのが、ポンド/円。
ユーロ/円やポンド/ドルも、ドル/円を上回る変動を記録してい
るが、1 月のポンド/円相場はそれを超える大変動だった。具
体的には変動幅が 13.84 円、変動率は 9.89％となる。 
ちなみに、ポンド/円の過去の年間平均変動幅はおよそ 18％
程度だが、過去 2 年は小変動をたどっており、とくに昨年は年
間を通した変動率がわずか 11.2％にとどまっていた。しかも、
調べてみると、変動率が10％台、2ケタ台に乗せてきたのはな
んと 8 月はじめ。つまり、ポンド/円は今年年明けの 1 月だけで、
昨年 7 ヵ月分程度の価格変動を記録していたことになる。 
 
いずれにしても、米国にしろ日本にしろ、欧州や英国にしろ、
今年はこのあとまだまだ注目のイベントや材料が山積みだ。
稀に見る「大相場」ではじまった 2019 年、歴史に残る小動きに
終わった昨年の鬱憤を晴らすかのような大相場を達成するこ
とも、期待せずにはいられない。（了） 
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